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神奈川県本部は 9月 4日 10時に“かながわ労働プラザ”

で第 44回委員会を 3年ぶりにリアルで開催しました。委員

会の中心議題は 10月 2日午後 1時 30分から川崎市の教育

文化会館で開催する第 22回大会の議案骨子・次期役員定

数・選挙管理委員会の設置など諸準備の確認です。開会挨

拶を行った小野執行委員は、最低賃金の推移を紹介（神奈

川県は 1977年 309円から今年 10月以降 1071円へ 45年間

で約 3.5倍）一定の成果を上げてきたが全国一律最賃制の

確立など、さらなる奮闘の必要性を指摘しました。     主催者挨拶する伊藤委員長（右）と佐藤議長 

委員会議長は神奈川県南支部の佐藤委員が選出されて議事を進行しました。主催者挨拶を行なった

伊藤委員長は、8月末に開催された第 24回中央本部大会で神奈川ダンプ支部が３年連続で組織拡大の

最優秀賞を受賞するなど、500名県本部の実現は目前にあるとし、

大会までの達成を呼びかけました。政治課題では、国民多数が反対

する「安倍元首相の国葬」は賛成できないとの見解を表明。また、

川崎学童保育指導員支部がとりくむ川崎市議会議長宛の署名を県本

部の全組織で支えて成功させようと訴えました。 

 つづいて議案提案を行った高橋書記長は、情勢の特徴として核戦

争の危機・気候変動・感染症など人類の危機に直面するなかで岸田

議案を提案する高橋県本部書記長（右） 政権は安倍元首相の国葬強行や安倍元首相はじめ自民党議員と反社

会的団体である統一教会（世界平和統一家庭連合）国際勝共連合との底なしの癒着、コロナ感染対策

での無策などによって支持率が落ち込んでいると指摘しました。2022年度運動方針骨子は､組織建設・

組織拡大運動を前面に据え、一時は約 300名にまで減少していた県本部組合員が、今年度は軽貨物ド

ライバー150名組織化などの奮闘によって現在 480名まで回復するなかで、次年度では 600名県本部の

確立を提案しました。また、要求政策闘争や業種別闘争などにかかわる積極的な提案とともに日本国

憲法を守り活かす国民的要求の実現に向けた政治課題での運動強化などを提起しました。 

 議案提案後の休憩をはさんで討論に移り、争議職場（三昭運輸分会とメ

イショク分会）の現状報告と訴え、鉄道本部のＪＲ職場の現状報告、川崎

学童保育運動のとりくみが報告され、高橋書記

長のまとめに続いて議案の採決に移り全体の拍

手で採択されました。閉会挨拶は大島県本部副

委員長（右の写真）“団結がんばろー”は清野県本部執行委員（左の写真）

が行って第 44回委員会は成功裏に終了しました。 

建交労神奈川県本部は９/４第４４回委員会を開催

１０月２日に開催する第２２回大会の諸準備を確認！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


